平成24年度　第１回大阪府社会教育委員会議　概要
○日　時：平成２４年10月16日（火）　９：30～11：30
○会　場：大阪府新別館南館７階　研修室６
○傍聴者：　一般：なし　　報道：３人
１　開　　会

２　挨　　拶

３　委員紹介

　　　出席委員（１０人）平沢議長、福嶋副議長、渥美委員、阪本委員、桜井委員、永井委員、蛇草委員、伴野委員、

前田委員、松村委員
      欠席委員（２人） 井尻委員、大脇委員
４　議　　事

（1） 平成２４年度大阪府社会教育委員会議第１回推進部会について報告

（2） 提言「学校・家庭・地域をつなぎ、教育コミュニティづくりをさらに進めるために」を具現化するための
大阪府の取組みについて
○新たな審議題の検討に向けた現状認識について
（資料２　参考資料１・２参照）

　⇒　意見聴取
○大阪府社会教育関係者実践交流会について

　　（資料３　参照）

　⇒　意見聴取
○実践事例集について（資料４　参照）
　⇒　意見聴取　
◆主な意見等
　　 福嶋副議長の第1回推進部会についての報告は記載していません。（19：30）
＜新たな審議題の検討に向けた現状認識について＞　
伴野委員（33：10）
　・アドバイザリースタッフをしている。その集まりの中で、自分たちの活動がマンネリ化しているという声が
　　あるかと思えば、活動がマンネリ化しても参加者は毎年新しい人が加わるので、今のままでいいという意見もある。大切なことは、今、自分たちができることをやっていくことだと思う。
アドバイザリースタッフは、それぞれ地域性を活かして活動している。地域性を活かせば予算がなくても活動に取り組んでいけると思う。また、キーパーソンが育っていないという声も聞こえてくるが、自分の周りでは先輩の活動する姿をみて、育っている後輩もいる。焦らなくても、地道に活動していれば成果につながり継続されると感じている。

阪本委員（36：30）
・地元の中学校では、高齢者のために教室を貸しているが、来られている高齢者の人と交流は全くしていない。
学校支援地域本部についても、地域の人から熱心に関われることがないか声をかけてもらっている。PTA

としては非常にありがたいと思うが、学校は想定されるトラブル等、悪いことばかりに意識が行って壁を
作っているように思う。

　本日の配付資料にある実践事例の一つに芝生化のことが書かれているが、この事例のあるように芝生を植えることによって地域とのつながりができればいいが、私の周りでは芝生を植えて大変だという声の方が多く聞こえてくる。

　中学校でもイベントを地域と一緒にしているが、そのイベントの時だけ一緒に活動するだけで、その後の継続したつながりになかなか至らないことが課題だと思う。
前田委員（41：30）
　　・学校としては教育コミュニティづくりについて、初任者研修や管理職研修などで一定周知されているが、忙しさのあまり関わりきれていないというのが学校の現状だと思う。
　　　今、学校教育も社会教育もともに人が入れ替わることなどにより、情熱が薄らぎ継続して活動することが難しくなっていると思う。

　　　継続して活動するためには次を担う人材をどう育成するかがポイントになると考えている。当中学校区では、人権まちづくり協会が中心となって活動しており、単年度ではなく長いスパンでリーダーを育成してくれている。

継続して活動をするためには、参加する個人個人がやりきった感（ヤッター感）をもてるようにすることが必要だと思う。やりきった感があると継続だけでなく広がりも生まれるのではないかと思う。
　　　新しい審議題を考えた時に、防災やいじめという課題に社会教育として関わる取組みをしていくのもいいのではないかと思う。防災を考えた時に学校では、地域の人が避難のために学校に来られた際の想定ができていないと思う。そのような際に迅速に行動ができるように地域の一緒に準備をしていくことが必要だと思う。
蛇草委員（48：00）
　・教員は決して地域の活動に無関心なわけでなく、休日開催の地域活動に参加して、休みの日の子どもたちを

見ることが明日の教育活動につながることはわかっていると思うが忙しさのあまり、活動に参加するきっかけがつかめないというのが現状だと思う。
　　　 　芝生化についてですが、当校も芝生化に取り組んでいます。当校の芝生は「地域からのプレゼント」というコンセプトで取り入れられたこともあり、地域の皆さんが大いに協力してくれて、毎年、芝生はすくすく育ち、ふわふわのいい状態を保っています。芝生の管理は健全育成会がおこなっていて、ＰＴＡ・青少年指導委員などの各団体に順番に芝刈りや肥料やりなどの管理を依頼している。当初は社会教育関係団体等の本来の役割とは別の業務を担ってもらい、団体等に悪いと感じていたが、今は会議を開催しているうちに各団体の横のつながりができ、相互理解ができて効率のいい役割分担をみんなが協力して調整ができるようになっている。芝生化をきっかけに交流が深まりよかったと思っている。
　　 桜井委員（55：30）
　　　 ・いじめなどにより、学校が大変な状況で、閉鎖的になっている時こそ、現状分析をして、学校支援地域本部のように地域の方から声かけをしていくことが大事だと思う。また、審議題に関していうと、これからの時代は声に出せない子どもの声を聴いていくことが求められていると思う。また、最近、学校支援地域本部では、学習支援が増えていっているが、安全安心が不審者に対する活動だけではなく、いじめなどによる周りの子どもとの関係支援が必要になってきていると思う。この２つの観点に焦点づけて審議題に結び付けて欲しいと思う。　　　
永井委員（59：00）
　 ・支援の行き届かない人への工夫が重要であると考えているし、やりきれないむずかしい問題だとも感じている。昨年・今年とネットワークづくりに取り組んでいるが、課題を解決するためには今つながっている組織や団体だけではなく、具体的につながらないと解決できないことを関係者で共有して、つながらないといけないところを見つけ出して、つながっていく必要があると思う。

　 　「支援の行き届かない人への工夫」と「つながらないと解決できないこと」という２つのテーマを考える取組みがあるので紹介する。あるまちの福祉部局の取組みで震災が起こったときにまちの要救助者をすべて助け出すにはどうしたらよいかを福祉関係職員・学校関係者等が集まって話し合うというものです。
　　 その話し合いの中で、地域と学校が一緒に防災訓練をするにはどことどこがつながらないと実現できないとか、支援の行き届かない人に対してどんな配慮が必要かなどについて具体的に考えられます。そのことにより人間関係ができ、つながりが深まっていきます。
つながらないと解決できないことを考えるためには、防災とか多文化のこと等をテーマにすると取り組みやすいと思う。つながらないと解決できないことをテーマにして、すべての教育コミュニティで取り組むのは難しいと思うが、幾つかの地域でいいので取組みを進めて、NPOとか企業等と少しでもつながりできていくといいと思う。
 渥美委員（１：06：30）
　 ・防災に関わっている人に聞くと災害が起こった際には避難所である学校にいくと言われるが、学校の先生の名前は全然知らないし、教育コミュニティづくりも知らないという現状で、防災関係者と学校や地域がつながっていない。つながるためには防災の側も学校の側からもコンタクトしていく必要があると思う。そのきっかけをつくるという点では芝生化いいと思う。芝生で防災は出来ないが人のつながりはできると思う。
　　 審議題でいうと、防災というキーワードを大きな課題のところでは入れることはできないと思うが具体的な課題の中には入れることもありだと思う。

　　 価値観の調査を見てみると、社会貢献の意識や社会志向の割合が高いにも関わらず、アドバイザリースタッフの調査を見ると後継者がいないと書かれているように矛盾を感じる点もある。また、アドバイザリースタッフの調査に、楽しくとか楽しめる活動とあるように、社会貢献の気持ちはあるにもかかわらず、活動している人たちが活動することを楽しくないと感じていることも調査から予想される。活動している人が現実はどう感じているのかを確認するためにも、いい形で教育コミュニティに関するアンケート調査をして12年間の成果をはかってほしいと思う。
 平沢議長（１：10：15）
　 ・どんなことに取り組んで行くにしても、楽しんでやれる、また、達成感を感じることができるようなエネルギーの源になる活動があってこそ活動が本物になっていく、これは永遠の真理だと思う。地域コミュニティをつくっていくうえでそのような活動をどのように生かしていくかが大事になると思う。
　　 また、防災やいじめなど共通の社会的課題に学校としてやれることは何なのかを、今までより広い視野で考えていくような教育コミュニティをつくっていかないとこれからの時代に太刀打ちできるような社会教育のあり方は出てこないと思う。
　　 今までの教育コニュニティの枠を超えて、NPOや企業など新たな主体を巻き込んで、どのように教委育コミュニティ全体を活性化していくかに対して戦略を立てることが大事になってくると思う。
松村委員（１：12：30）
　・今までの話をきいて、学校・家庭・地域がつながっていくうえで、「学校が何かをする」「家庭が何かをする」
　　「地域が何かをする」ことの原動力となる先生・保護者・地域の人等の主体性をどう引き出すかがポイントになっているように感じた。
    そのことを企業に置き換えて、家庭や地域が何かをできるようにするという観点で考えると、子育て中の社員の環境整備がポイントになるのだろうと感じている。
そのことに関して、企業に提案して実際に実施している例をあげると、一般的に企業の営業部門は時間に融通がきかない部署であり、子育て中の社員が配属されること少ないという現実がある中で、新しい取組みとして営業部門に子育て中の社員だけで組織するチームをつくり、業務の時間の使い方などの全権限を与えるということをしている。そのようなチームをつくると、業務の効率化をチーム全体で図り、業務時間の短縮が図られるだけでなく、営業成績も伸びている。おそらく子育てに使う時間も増えたものと思う。家庭の中で社会につながっている人が学校や地域に関わっていくことはとても大切なことだと思う。まだ1年と少しの取組みで検証は出来ていないが企業が社会に貢献できる取組みの1つだと思っている。

福嶋副議長（１：17：30）
　・データを見てみると、以前から言われていることだが、社会教育全体の予算や人が減っていることがわかる。そのような現状のもと「地域をより良くしていく」「学校や子どもの状況を少しだけでも変えていく」という働きかけを誰がしていくかがポイントになってくると思う。今回府全体で実践交流会を考えているが、それぞれの地域でもやっていく必要があると思う。積極的に交流を図っている地域（貝塚市）もあると聞いている。

　　また、地域のすこやかネットに関わる人から聞きとりをした時に、ずっとやりたいことがあったのだが、校長先生が変わってやっと実現できたという声をいくつか聞いた。このように地域から積極的に学校に働きかけのできる人材を発掘または育成していき、その人たちに、子どもへの支援やNPOとの連携などより幅広い視野をもってもらうことが必要だと思う。以前大阪府がすこやかネットをたちあげたときに実施した養成研修などの地域への働きかけが求められていると思う。
＜大阪府社会教育関係者実践交流会について＞　
　　　　　　　　・田中主任担当
＜「実践事例集」について＞
　　・田中主任担当
５　閉　　会

